






医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

【基本情報】
日時：2021年8月7日（土）12：00 ～ 8月9日

（月）16：00
場所：Zoomによるオンライン開催
定員：300名　※定員になり次第締め切り
対象：医学生・医療系学生・医療従事者（医師
は原則５年目まで）
参加費：1,000円
申込：5月中旬より、WEBページで受付開始予
定
WEB： http://www.jpca-srs.umin.ne.jp/wp/
または「夏セミ　HP」で検索

【夏セミ紹介】
学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー、
通称「夏セミ（かせみ）」は、「家庭医療につい
て学び、気軽に情報交換でき、将来を考える場
所」として、全国の医療系学生・研修医・医療
職300名と講師約200名からなる総勢500名
規模のセミナーです。
家庭医療とは何かを知り深めていくことのできる
初日・特別企画、厳選された約40のテーマか
ら自分に合わせて四つ選択できるワークショップ
形式のセッション、家庭医療の第一線で活躍さ
れている先生方と直接お話ができるMeet The 
Experts、学部を越えて気軽に話せる多職種企
画など、様々な企画から構成されています。また、
全国から集まる参加者同士の交流も魅力の一つ
です。
今年はオンライン開催 2年目ということもあり、
無理のないスケジュールで企画が組まれておりま
す。画面越しでもアツい夏になること間違いなし
です！

「家庭医療ってなに？」という方から「もっと深め
たい！」という方まで、みんなで楽しく家庭医療
について学んでみませんか？たくさんの方のご応
募をお待ちしています！昨年度は満員御礼だった
のでお申し込みはお早めに！

【こんなあなたはぜひ参加！】
・家庭医療ってなんだろう？

・ 大学や学部を越えて、全国の色々な仲間と出
会いたい！

・ 地域医療や多職種連携に興味がある！
・ 家庭医・総合診療医の先生方と語り合いたい！
・ とにかく夏休みに楽しい思い出を作りたい！

【このイベントの魅力】
①医療系学生・研修医・家庭医・総合診療医・
看護師・薬剤師などが全国各地から集結！全国
各地の医療事情、ご当地自慢、そのほか、ここ
でしか聞けない話がいっぱい！全国に友達を作り、
自分の未来を切り拓き、視野を広げる絶好のチ
ャンスです！
②ジェネラリストの先生方と距離がとっても近
い！和気あいあいとした雰囲気のなかで授業では
決して聞くことのできないお話を楽しく聞くことが
できます！
③お招きするのは医師だけではない！？セッショ
ンや企画によっては看護師や医療事務の方のお
話を聞くことができます。看護師や薬剤師をはじ
め、医師以外の方も参加できます！！ぜひ多職種
の輪を広げてみませんか！？
④充実した約40のセッションから興味のある四
つを選んで、自分だけのオリジナル夏期セミナー
を作ることができます！詳しくは「夏セミ　HP」
で検索！

 【今年のテーマ】
『 WAVE 』
夏セミで学び、出会い、経験した様々なものを、
周囲に伝え、巻き込み、家庭医療という名の
Big WAVEを起こしたい、という想いが込められ
ています。また、参加者の皆様が家庭医療を学
ぶだけではなく、学んだこと、経験したことをこ
れからに活かせる夏セミにしたい。そして、参加
者の皆様が家庭医療や夏セミのことを自然と話
したくなるような夏セミにしたい、というスタッフ
の願いも込められています。

【今年のロゴ】
学んだ知識や経験の一つひとつを、そして私た

ち一人ひとりを一滴の雫で表現し、その雫が生
み出す波紋が重なり合い、いつか大きな波を引
き起こす、というイメージです。

WEB：
http://www.jpca-srs.umin.ne.jp/
wp/

Twitter：
https://twitter.com/kasemipr

Instagram：
https://www.instagram.com/
kasemipr/

Facebook：
https://www.facebook.com/pg/
primarycare.student/posts/

LINE：
https://bit.ly/3816cBI

※医学生の学年は寄稿当時のものです。

Event
第33回学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー　参加者募集！
日本プライマリ・ケア連合学会　学生・研修医部会

参加者の方から頂いた感想の一例。 懇親会での様子。

【Twitter】

【WEB】

【Instagram】

【Facebook】

【LINE】
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Group

Group

学生として生活するということは、どういうことな
のでしょうか。大学のキャンパスには通うことな
く、講義はすべてオンラインで参加し、レポート
などの課題もすべてクラウド上に提出する。忙し
い実験や実習、ゼミも中止になり、サークル活
動や大学の友達との交流もほとんどない。バイ
トはできず、週末遊びに出かけることもできない。
常にとは言わずとも、そんな生活を送った大学
生が、2020年には大勢いたのではないでしょう
か。大学が就職予備校と揶揄されるようになっ
たのは最近のことではありませんが、この2020
年は、大学そのものの存在意義が問われていた
ようにすら感じられますよね。

「教室に閉じこもるのではなく、外の世界に飛び
出し、全国の仲間たちと交流して、新しい時代
の医療を創り上げていく」ただ課されたものをこ
なすだけでなく、学びの目的意識を明確にして、
様々な手段を通して主体的に取り組むことこそ
が、学業を修めると決意した大学生の本分であ
ると信じ、私たちはこのような目標を掲げて様々
な活動を進めてきました。ところが、新型コロナ
ウイルス感染症の流行により、2020年1月の
WinterFesを最後に対面のイベントは開催できて

おらず、新たなメン
バーの招集や幹部
の交代もできていま
せん。私たちは、具
体的な活動方針を
大きく変更すること
になりました。SNS
上で の 相 談 の 末、
最初の試みとして、
ZoomとPowerPoint
を使用した幹部メン
バーによるコロナウ
イルスに関するプレゼンテーションを行いました。
以降、メンバーのフィードバックに基づいた題材
設定と、幹部メンバーによる2方向型のプレゼ
ンという形式で、およそ1か月に1度オンラインイ
ベントを開催し、次第にメンバーでない学生さん
や社会人の方々も交えたイベントとして充実させ
ることができるようになりました。また、11月に
は、同じ医療系学生団体であるAMSA Japan
と共同で、医療と5Gが実現する将来の医療に
関してワークショップを開催し、参加者全員がよ
り積極的に楽しく議論できる機会を自分たちで

生み出すことができ、非常に達成感がありました。
学業に限らず、たくさん遊んだり、体力を鍛えた
り、サークルやバイトなどで社会経験を積んだり
できるのは、学生という貴重な機会だからこそだ
と思っています！学生生活を充実させたい皆さん、
どんな動機でも大歓迎です。今後もイベントに
関して発信していきますので、ぜひご参加くださ
い！あなたと一緒に活動できるのを楽しみにして
おります！！

Email：medicalfuturefes2016@gmail.com

Medical Future Fes 2020年の総括とメンバー募集　
Medical Future Fes代表　東北医科薬科大学医学部医学科5年　岡田 瑞央

いま「くくる」ということ　
くくるCREW（任意団体GlocaLand）Project Leader　自治医科大学医学部6年　増田 大祐

「くくるCREW（クルー）」は、地域医療に関心の
あるすべての学生のためのオンラインコミュニテ
ィです。次の三つの目標を掲げています。
①東医体・西医体のちいけんVer.を。
地域医療研究会（通称「ちいけん」）と呼ばれる
サークルは日本各地に存在し、各々が魅力的な
活動をしていますが、直接的な交流の機会は乏
しいのが現状です。私たちは、全国の地域医療
研究会同士が、共に学び合い、共に競い合い、
共に仲を深め合うイベントを企画していきます。
②地域医療のイメージを変えるために発信したい。
地域医療という言葉は、どうしてもネガティブな
文脈で語られがちです。私たちはブログ『くくる
CREWの航海日誌』を通じて、地域枠学生やそ
のOB・OGの生の声をお届けし、地域医療に対
する認識をアップデートしていきます。
③「地域枠でよかった」と思えるように。
いわゆる「地域枠学生」が医学部全新入生の約
１割を占めるなか、もはや地域枠学生は孤独で
あってはなりません。地域枠学生同士の議論と
交流を通じて「この道を選んでよかった」「地域
枠を選んでいなければ、今の自分はない」と思

える人生を歩めるような世界を作ります。　
以上三つの目標のもと、私たち「くくるCREW」
は、地域医療に携わる学生にとっての羅針盤と
なれるよう活動しています。直近では、令和3年
1月11日に「地域行くかも学生　ぶっちゃけトー
ーク！」を開催しました。地域医療に興味がある
全国の学生が集まり、地域枠制度・地域医療の
良いところ・良くないところや、その改善方法に
ついて議論しました。参加者からは、「他大学の
地域枠に関するエピソードや意見を聞けて良か
った」「大学間での問題の捉え方の違いが興味
深くて、話していて楽しかった」などの感想を頂
きました。参加者同士の熱い議論を経て、お互
いに共感・理解し合うことができました。

【開催予定のイベント】
2021年５月５日（水）「魅惑のちいけんSHOW」
地域医療研究会メンバーがオンラインで集まって
ご当地活動内容を発表、交流します。
ブログ『くくるCREWの 航 海日誌 』や公 式
Twitterでも随時アナウンスしてまいりますので、
ぜひご注目ください！

また、イベント運営やブログ執筆に協力してくだ
さる方を募集しています。私たちと一緒に地域医
療を盛り上げてみませんか？　お気軽にお問い
合わせください。
WEB：https://bit.ly/3bx19v3
Twitter：https://twitter.com/KukuruCREW
ブログ『くくるCREWの航海日誌』：
http://kukurucrew.livedoor.blog/
Email：contact@glocaland.org

【Twitter】【WEB】 【ブログ】
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※医学生と先生の学年・所属は、取材または寄稿当時のものです。

Event

Event

米国内科学会（ACP）は、世界162か国に16
万3千人（医学生会員1万5千人を含む）の会員
を有する国際的な内科学会です。ACPは日本に
も支部を持ち、その中に若手医師部会（Resident 
Fellow Committee：RFC）と呼ばれる初期～
後期研修医が所属する委員会と、医学生が所属
する学生委員会（Student Committee: SC）が
含まれています。
RFCでは年数回RFCセミナーを開催、内科系
各分野の専門家を講師としてお招きし、講演や
ACPの生涯学習教材MKSAP等を用いた「弾
丸診断道場」を通じて若手医師の臨床能力向上
を図っています。
2020年度は、コロナ禍で各地のオンサイト勉
強会が開催見合わせとなる一方で、オンライン
イベントが充実する一年となりました。RFCで
も毎回のセミナーで好評だった弾丸診断道場を
アレンジし、“MKSAP厳選 5 題―training with 
specialist―”と題したオンライン勉強会を主催、
今後も数か月ごとに開催する予定です。毎回出
題分野を設定し、RFC委員が選りすぐった5問
を出題・解説、日本での実情や臨床へ応用する
際に注意すべき点などを講師にコメントいただく、

という短時間の参加型企画です。現在は若手医
師を対象として、主にACP会員に向けて開催し
ています。医学生にはハイレベルな設問もあるか
もしれませんが、腕試しをしたい方・若手医師の
勉強風景を覗いてみたい方は学生会員・準会員

（臨床研修医以上）へ登録のうえ、ぜひご参加く
ださい。次回は4月18日（日）、血液内科を予定
しています。学生委員会（SC） でも現在講演会を
鋭意企画しております。Facebookページにて情
報発信をしておりますので併せてご確認ください。
また、2021年6月26日（土）～ 27日（日）に
は日本支部総会が完全オンラインで予定され
ています。こちらでもRFCは「Teaching and 
Learning Medicine in English」「 救 急 外 来 の
原 則 」「Clinical picture」「RaTs（Resident as 
Teachers）」を、SCは「英語での症例検討会」
など、医学生も楽しみながら勉強できる企画を
多数準備していますのでぜひご参加ください。

（総会の企画内容・講師は計画段階であり、今
後変更となる可能性があります。最新の情報に
ついては、QRコードからご確認ください。）
RFC・SCでは、今後も若手医師や医学生がワ
ンランク上の診療を目指せるような、明日からの

診療に役立つ知識やテクニックを学べるイベント
を行っていきます。それと同時に、海外を目指す
方々のプラットフォームであり続けられるよう努力
してまいります。2021年度も皆様に様々な機会
でお会いできることを楽しみにしております。

【今後の予定】
MKSAP厳選5題―training with specialist―
日時：2021年4月18日（日）
　　  10時～（1時間半程度）
講師：山田 悠史（The Mount Sinai Hospital）
参加費：学生無料、研修医以上500円（予定）

ACP日本支部総会2021
日時：2021年6月26日（土）～ 27日（日）
各プログラムの詳細は総会HPをご確認ください

米国内科学会日本支部（ACP）　レジデント・フェロー委員会・学生委員会　今後の活動のお知らせ
米国内科学会日本支部レジデント・フェロー委員・学生委員　

全国医学生ゼミナール（医ゼミ）とは、全国各
地にある医学部や医療系大学、専門学校を中
心とした学生が毎年夏に集まって学び、交流す
る学術企画です。昨年の群馬医ゼミではオンラ
インにもかかわらず300名以上の学生が参加し、
コロナ禍から他者理解について考えました。夏
の医ゼミのほかにも新入生歓迎企画や各地での
プレ・ポスト企画など、年間を通して全国の仲
間たちと互いに学習し、交流を深めています。

医ゼミは1955 年に第1回目が行われて以来、
全国の医学生の「学びたい」「交流したい」とい
う強い思いのもと、学生の興味関心や社会情
勢に寄り添ったテーマで開催され続けてきました。

そんな医ゼミは次の五つの「学び」に支えられて
います。そして、これらすべてを学生自らが協力
して創り上げています。
①学生発表
学生の中で積み重ねられた学習や議論をメイン
テーマとして学生発表のレポートにまとめます。
これを医ゼミ本番の場で共有し、多くの学生と
学びを共有します。
②講演会
普段なかなかお話が聞けないような著名な先生
方を毎年お呼びして講演していただいています。
自分のロールモデルとなる先生に出会えるかもし
れません。
③分科会
参加者が学んできたことを全国の仲間に向けて
発表する場です。自分の関心のあることを自由
に発表できます。
④SGD（Small Group Discussion）
少人数のグループに分かれ、講演会・学生発表・
分科会を通して考えたことや感じたことを話し合
います。タブーのない話し合いで、多様な価値
観を学ぶことができます。

⑤交流会
医ゼミには毎年数百人規模の学生が全国各地
から集まります。そんな仲間たちと立食形式で
交流を深めます。共に学び、語り合えば、あな
たにとって一生モノの仲間が見つかるかも。

「より良い医療者になりたい」「他大学の医療系
学生と交流したい」「大学の講義だけでは学べ
ないことを学びたい」…そんなあなたを医ゼミは
待っています。
次の第64回医ゼミは信州大学主管で開催され
ます。詳しい活動の様子や申し込みのご案内に
つきましてはHPやTwitter、Facebookをご覧く
ださい。

WEB：https://www.izemi.com/
Email：info@izemi.com

第64回全国医学生ゼミナールin信州のご案内
全国医学生ゼミナール　全国実行委員会　

※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

RFC
【Facebook】

【Facebook】

ACP日本支部総会
【WEB】

SC
【Facebook】

【Twitter】【WEB】
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No.31

interviewee

田谷 元 
interviewer

原 明広

1997年東京都生まれ。学習院高等科卒。
大学在学中はスキー部に所属。その他、
衛生学公衆衛生学教室での研究活動や
学内サークル活動、学内外ゼミ活動など
を行う。研究テーマはメンタルヘルスなど。
家庭医療学・公衆衛生学・行動科学に
興味あり。猫が好きだけど猫アレルギー。
趣味は読書とTwitter。

田谷 元（慶應義塾大学６年）

profile
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親
が
開
業
医
で
、
も
と
も
と
地
域
医

療
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
公

衆
衛
生
は
社
会
的
要
因
を
扱
っ
た
り
、

医
療
機
関
の
外
に
目
を
向
け
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
将
来
地
域
で
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、

学
び
が
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

原
：
様
々
な
活
動
を
す
る
こ
と
に
、

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

田
：
い
つ
か
ら
か
自
分
は
一
つ
の
こ

と
に
集
中
す
る
の
は
苦
手
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
一
つ

の
こ
と
に
集
中
し
て
き
た
人
に
は
敵

わ
な
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
並
行
し
て
い
く
つ
か

の
こ
と
を
や
っ
て
み
る
と
、
対
比
で

新
し
い
視
点
を
得
た
り
、
組
み
合
わ

せ
て
新
し
い
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま

す
。
大
事
な
問
題
は
分
野
の
狭
間
に

落
ち
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の

で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
自
分
な
り

の
価
値
が
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。

原
：
大
学
の
勉
強
と
の
両
立
は
大
変

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

田
：
慶
應
義
塾
大
学
に
は
学
生
同
士

が
協
力
し
て
試
験
勉
強
の
資
料
な

す
か
ら
、
飛
び
込
ん
で
み
る
に
は
良

い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
の

は
知
識
と
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
挑
戦
し
て
み
な
い
と
見
え
な
い

景
色
も
あ
り
ま
す
よ
。

原
：
周
囲
の
友
人
の
中
に
は
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
や
国
試
の
勉
強
を
先
取
り
し
よ
う

と
し
て
い
る
友
人
も
い
ま
す
。

田
：
早
い
う
ち
か
ら
試
験
の
勉
強
を

す
る
の
は
、
僕
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。

誰
も
が
通
る
道
で
す
が
、
そ
の
勉
強

は
試
験
に
受
か
る
た
め
の
も
の
だ
か

ら
で
す
。
大
学
の
本
科
が
ゲ
ー
ム
の

「
表
ク
エ
ス
ト
」
だ
と
し
た
ら
、
大

学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
な
い
「
裏

ク
エ
ス
ト
」
も
学
費
に
含
ま
れ
る
と

思
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
例
え
ば
研
究

室
の
先
生
に
話
を
聞
い
た
り
、
早
い

う
ち
か
ら
臨
床
現
場
に
出
入
り
し
た

り
で
き
る
の
は
医
学
生
の
特
権
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な

い
と
思
い
ま
す
よ
。
学
外
活
動
だ
け

で
な
く
、
学
内
に
も
「
裏
ク
エ
ス
ト
」

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ど
を
作
る
伝
統
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
大
変
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
キ
ー
部
の
練
習
が
夏
の
間
は
少
な

い
こ
と
も
、
様
々
な
活
動
に
参
加
で

き
た
一
因
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と
も

と
ス
キ
ー
部
に
は
多
様
性
を
尊
重
す

る
文
化
が
あ
る
の
で
、
部
活
動
以
外

の
多
く
の
こ
と
を
先
輩
か
ら
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の
姿
か

ら
多
く
の
選
択
肢
を
見
て
参
考
に
で

き
た
し
、
自
分
も
や
り
た
い
こ
と
が

で
き
る
、
良
い
環
境
で
し
た
。

原
：
僕
は
ま
だ
低
学
年
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
何
か
に
熱
中
し
た
い
気

持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
何
か
が

見
つ
か
ら
な
く
て
悩
む
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

田
：
悩
む
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
何
か

一
つ
選
ん
で
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
選
ん
だ
ら

戻
り
づ
ら
い
な
と
思
う
な
ら
、
ひ
と

ま
ず
学
会
や
一
回
限
り
の
イ
ベ
ン
ト

に
顔
を
出
し
て
み
る
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
い
ま

原 明広（慶應義塾大学２年）

profile

田谷さんは物事を多角的に考えている方だと思っていましたが、今回
のインタビューでより一層それを感じました。医学生として、机上の
医学だけでなく、AIや公衆衛生など、実践的な活動に自ら身を投じ
ていて、とても良い刺激になりました。「実際に活動をしてみて、自分
には向かないと気付くのも大事なことである」という考え方を僕も継
いで、多方面に挑戦し続ける学生でありたいと感じました。

※医学生の学年は取材当時のものです。43




